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亜寒帯河川流出のモニタリング研究：アラスカ・ユーコン河
Intra-annual variabilities of a subarctic river flux by monitoring: the Yuokon River, Alaska
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アラスカ・ユーコン河下流部の USGS水位観測点で，3年余の間，土砂流出と POC・PON流出に関するモニタリング
観測を行った。特に，融雪出水の寄与について，アラスカの河川では氷の breakupによってモニタリングが困難であった
が，本研究では 3回の融雪出水をとらえることができた。結果として，約 40日間続く融雪出水の寄与は，年間の土砂流
出量，POC・PONフラックスの 20～25%を占め，残りは 6月～9月の「氷河融解出水＋降雨出水」によることがわかっ
た。
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